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思春期の性教育ニーズの検討（�）
� 避妊教育と教育の場 �

忠津佐和代�� 　藤原 　望�� 　長瀬尚子��

緒 言

近年わが国でも性行動の低年齢化が加速化し，�	

代の妊娠や人工妊娠中絶，性感染症の罹患率の増加
により若者の健康が脅かされている����．思春期の
性の健康問題が増加する背景には若者の意識や性行
動の変化が大きく影響していると考えられる．また，
従来の若者の性教育は，この若者の意識や行動に対
応しておらず，若者の性の健康を維持・促進する効
果的なものになっていなかったのではないかと懸念
される．そこで，本研究では思春期の性教育ニーズ
を把握する基礎資料とするため，高校終了後の大学

�年生の性に関する意識・知識・行動などを調査し，
性教育ニーズの中の避妊教育と教育の場について検
討し，若干の知見を得たので報告する．

方 法

調査期間： 平成��年 �月 �日���日
調査方法： 第 �回青少年の性行動全国調査報告

（����）��を参考に作成した質問紙を用いて
集合法により自記式質問紙調査を実施した．
　倫理的配慮として，○県某大学 �年生のう
ち，調査期間内に調査依頼説明の承諾の得ら

れた科目担当者の授業前に口頭と文書で授
業後の調査依頼をし，承諾の得られた学生に
授業後無記名で座席間隔をあけて調査を実
施した．また，質問紙の回答は自由であるこ
と，統計的に処理するため個人情報は公開さ
れないこと，研究以外に使用しないことなど
を書面と口頭で説明した．回収方法は回答
面を内側に四つ折にして回収箱に回収した．

調査対象者： ���名（男性；���名，女性；���名）

データの回収率���	�（�

����件中），
有効回答率�
�
�（�����

件中）
分析対象者：���名（男性；���名，女 　　　
性；���名）

調査内容： 性について知りたいこと，性に関する悩
みの有無と相談相手，性意識・行動への影

響因子，セックス（性交渉）経験に関するこ
と，性感染症予防および避妊の実行とその
理由，学校での性教育とその効果，学校以外
での避妊教育の機会の有無など．

分析方法： 本論文では，性について知りたいこと，
性に関する悩みの有無と相談相手，性意識・
行動への影響因子，セックス（性交渉）経
験に関することなどの調査内容を単純集計
した後，男女別に��の有意差検定を行った．

但し，周辺度数が�	以下のものについては
フィッシャーの直接確立法を用いた．

結 果

�．属性

分析対象者は���名で，平均年齢は���������歳で
あり，うち男性が�����（���名），女性が�����（���

名）を占めていた．

�．避妊について（表 ��表 �）

（ �）避妊の実行については表 �に示すとおりで，
�選択肢のうち「いつもする（
���）」者が
最も多く，「いつもしない（����）」者は �割
以下と少なかった．一方，男女の比較では，
「いつもする」は女性に多く（��	�	�），「場
合による」は男性に多く（��	�	�）ともに
有意差が認められた．

（ �）「いつもする」と回答した�
�名の避妊方
法（複数回答）は表 �に示すとおりで，「コ

ンドーム（���
�）」が最も多く，「月経か
らの日数を数える（�	���）」，「膣外射精法
（����）」と続いていた．一方，男女の比較
で有意差が認められたのは，「月経からの日
数を数える」（��	�		�）・「基礎体温を測る」
（��	�	�）で，ともに女性しかできないもの
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であった．
（ �）「いつもする（�
�名）」と回答した者の避

妊の理由（複数回答）は表 �に示すとおり
で，「子どもを育てられない（���	�）」が最

も多く，「当たり前のこと（���	�）」，「病気
の感染防止（�
�
�）」と続いていた．一方，
男女の比較では，「相手の体を思いやって」
（��	�		�）は男性に多く，「病気の感染防止」
（��	�	�）は女性に多くともに有意差が認め
られた．

（ �）「いつもする（�
�名）」と回答した者のうち，
避妊行動におけるイニシアチブをとる者は
表 �に示すとおりで，�選択肢のうち「どち

らとも言えない（�����）」が最も多かった．

一方，男女の比較では，「自分」（��	�		�）
は男性に多く，「相手」（��	�	�）と「どち
らとも言えない」（��	�	�）は女性に多くと
もに有意差が認められた．

（ �）「いつもしない・場合による」と回答した�	

名の避妊をしない理由は表 �に示すとおり
で，「準備していない（�	���）」・「たぶん妊
娠しない（�	���）」がともに最も多く，「め
んどうくさい（�����）」，「避妊を言い出せ
ない（�����）」と続いていた．一方，男女の
比較では，「めんどうくさい」（��	�	�）と
「準備していない」（��	�	�）は男性に多く，
「避妊を言い出せない」（��	�	�）は女性に

多くともに有意差が認められた．

表 � 避妊の実行

表 � 避妊方法

表 � 避妊の理由
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表 � 避妊行動におけるイニシアチブ

表 � 避妊を実行しない理由

�．学校の性教育での避妊教育について

（表 ��表 �）

（ �）学校の性教育での避妊教育の有無は表 
に
示すとおりで，学校で避妊教育を受けた者
は�����と多かった．男女の比較では，男女
同じ割合であった．

（ �）学校で避妊教育を受けた���名のうち正しい
知識を得られたかについては表 �に示すと
おりで，「はい」と回答した者が���	�と多

かった．男女比では「はい」と回答した者は
女性に多く有意差が認められた（��	�	�）．

（ �）学校で避妊教育を受けた者（���名）のうち
正しい技術を得られたかについては表 �に示
すとおりで，「はい」と回答した者が�����と
知識の半数に留まっていた．男女比では「は
い」と回答した者は女性に多く有意差が認
められた（��	�	�）．

�．学校以外での避妊教育について

学校以外で避妊について知識や技術を得る機会が
あったかについては表 �に示すとおりで，「はい」と
回答した者が�����と �割以内に留まっていた．

考 察

�．避妊の実行について

避妊の実行については「いつもする」者が約 �割

はいたが，子どもの誕生を希望しない者は全員が避
妊を実行するよう働きかける必要があると考えられ
る．一方，男女の比較では，「いつもする」は有意に
女性に多く，「場合による」は有意に男性に多い結果
であったことから，避妊をしないでセックス（性交
渉）した場合，妊娠をするという認識が男性には乏
しいと考えられる．
次に，「いつもする」と回答した者の避妊方法は，

「コンドーム」が �割以上と最も多く，やはり若者の

避妊方法としてコンドームは手軽であることが好ま
れていると考えられる．他の避妊方法として �割弱
の学生が上げていた「膣外射精法」は避妊効果が無
く避妊法といえるものではない．また女性が有意に
使っていた「月経からの日数を数える」オギノ式避
妊法や「基礎体温を測る」基礎体温法という避妊方
法は女性が主体的にできるものではあるがその方法
のみでは成功率が低い避妊方法であることから，具
体的で正しい避妊情報の提供が急がれる．

そして，「いつもする」と回答した者の避妊の理
由は，「子どもを育てられない」が �割強と最も多
かったが，これは勉学中で経済力の乏しい学生とし
ては当然のことであろう。すべての学生が望まない
妊娠を避けるためには避妊の必要性に対する認識を
高める教育が求められる．「当たり前のこと」が �

割強あるが，さらに多くの学生がこのように当たり
前のこととして避妊行動を習慣化することが望まれ
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表 � 学校の性教育での避妊教育の有無

表 � 正しい知識の取得認識の有無

表 � 正しい技術の取得認識の有無

表 	 学校以外で避妊について知識や技術を得る機会の有無

る．また避妊の理由として �割弱の者が「病気の感
染防止」を上げていたが，これは実行する避妊方法
として多いコンドームの場合を想定して答えたもの
と考えられる．
一方，避妊行動におけるイニシアチブとる者につ

いては，�選択肢のうち「どちらとも言えない」と
答えた者が �割弱と最も多かったが，男女の比較で
は，「自分」と答え者は男性に有意に多く，「相手」

と「どちらとも言えない」は女性に有意に多かった．
このことは，�割の者が避妊方法としてコンドーム
を選んでいたことから，ここでの避妊行動も男性が
身につけるコンドームによる避妊の実行が想定され
ており，他の性行動と同様にイニシアチブ ��をとる
のは男性が多いという結果となったと考えられる．
逆に，避妊をしない理由は，「準備していない」と

「たぶん妊娠しない」がともに �割強と最も多く，「め
んどうくさい」が �割強，「避妊を言い出せない」が
�割強と続いていた．男女の比較では，「めんどう
くさい」と「準備していない」は男性に有意に多く，
「避妊を言い出せない」は女性に有意に多かった．こ
れらのことから，男性にはその必要性を，女性には
相手の男性に避妊をするように交渉する力をつける
学習の機会を持つ必要が示唆された．また，女性が

主体的に実施できる避妊法であるピルの正しい情報
を伝えることも大切であると考えられる．

�．避妊教育について

　（�）学校での避妊教育について

学校で避妊教育を受けた者は �割強と多く，その
機会も男女同じ割合であり，避妊教育の実施率の高
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さが窺える．学校で避妊教育を受けた者のうち正し
い知識を得られたと認識する者が �割弱と多かった，
男女比ではそれは女性に有意に多かった．この理由
として，男性が自分のこととしてしっかり聞いてお

らず忘れてしまったことが考えられる．
次に，学校で避妊教育を受けた者のうち正しい技

術を得られたと認識している者は �割強であり，男
女比では女性が有意に多かった．これも知識と同様
の理由が考えられる． 　
一方，本調査と同年に行った井上らの沖縄の高校

生（ �� �年男女���名）の調査��ではコンドーム
使用法や ���の正しい知識をもつ者は�	�以下と
なっていた．このことからも，具体的な正しい知識

の提供と正しい技術の習得の必要性が示唆された．
　（�）学校以外で避妊について

学校以外で避妊について知識や技術を得る機会が
あった者は �割弱に留まっていた．学校での性教育
の現状の改善に働きかけるとともに，在学しない若
者のためにも学校以外の場での性教育を，特に性感
染予防方法や若者の避妊方法についての正しい技術
を学校以外の場でも教育していく必要があると考え
られる．

�．ピアカウンセリングおよびピアエデュケーショ

ンの必要性について

大東らの�		�年に高校の �・ �年生男女に行った
調査��では，悩みの相談相手は �割以上が「同性の
友人」であり，「母親」は約 �割であった．また同調
査��では，学校での性教育は保健体育の教師による
ものが多く，その生徒の満足度は �割弱と少なく，
その理由としては実践的でないなどであった．また，

鈴井ら ��は，避妊行動や性感染症の予防行動に影

響を与える性の自己決定意思が特に女子に育ってい
ないことを指摘している．相手に依存することなく
しっかりした人生設計の上に立ち主体的に性行動を
選択できる性の自己決定能力を育てることが大切で

あると考える．青少年の性行動全国調査報告（����）
において，学校の性教育の機能として以下の �点が
望まれると述べている��．第一に，正確で役立つ情
報の提示，すなわち誤った情報を鵜呑みにしている
生徒にその情報を訂正すること，また知識で終わら
ず行動に移すときに役立つ情報を与えること．第二
に，青少年の男女共生意識を啓蒙，すなわち男女に
かかわらずパートナーを大切に思う心や共感性の樹
立といった性行動だけにかかわらないその人の全人

的な問題として話し合える場をもっていくべきであ
る．第三に，単なる情報源の �つという従来の学校
の位置づけでなく，男女共生を根付かせるという位
置づけにし，幼少期からのパーソナリティーの形成
部分に働きかけるプログラムを組む．そこでは小学
生の時点からストレス耐性やコーピング・スキルの
向上，コミュニケーション・スキルの向上など取り
入れた包括的な授業展開を行う．
以上から，主体的に性行動を選択できる性の自己

決定能力を育てる点においても，集団としてではな
く，個人個人の要求や意識に応じた対応ができる性
教育プログラムを構築していくという点においても，
ピアカウンセラーによるピアカウンセリング手法を
用いた性教育��	�の導入が望まれると考えられる．

本研究をまとめるにあたり，アンケート調査にご協力い

ただきました某大学の学生に感謝いたします．また，アン

ケート作成などに参画いただきました竹本安希さんに心よ

りお礼申し上げます．
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